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第４６回全国高等学校選抜優勝大会愛知県大会（第３回ＡＬＬ　ＡＩＣＨＩ）第４６回全国高等学校選抜優勝大会愛知県大会（第３回ＡＬＬ　ＡＩＣＨＩ）第４６回全国高等学校選抜優勝大会愛知県大会（第３回ＡＬＬ　ＡＩＣＨＩ）第４６回全国高等学校選抜優勝大会愛知県大会（第３回ＡＬＬ　ＡＩＣＨＩ）

【　得点経過　】

男子決勝 TEAM A TEAM B

試合日 2015年11月8日 中部大第一

88 50

開始時間 12:00

TEAM A 中部大第一 （１位シード）

選手名 PTS

名古屋大谷

会　場 緑スポーツセンター （１位シード） （２位シード）

コート コート

3P 2P FT F

遠藤　和希 4 0 1 2 3

中村　浩陸 21 2 6 3 0

早川　雄大 2 0 1 0 0

战　歌 29 0 13 3 1

広沢　龍星 6 2 0 0 0

大川　翔 0 0 0 0 0

加納　祐治 2 0 1 0 0

位田　真輝 ―

上澤　俊喜 ―

川井　凱 ―

ﾃﾞｨｸｿﾝ ｼﾞｭﾆｱ ﾀﾘｷ 14 1 3 5 3

石川　智章 ―

王　伟嘉 2 0 1 0 0

星野　京介 ―

坂本　聖芽 8 0 4 0 1

TOTAL 88 5 30 13 8

TEAM/COACH / / / / 0

TEAM B 名古屋大谷 （２位シード） 【　戦　評　】

選手名 PTS 3P 2P FT F
男子の決勝は第1シードの中部大学第一高校と第2シードの名古屋大谷高校の対戦となった。

第1ﾋﾟﾘｵﾄﾞ、両ﾁｰﾑともﾊｰﾌｺｰﾄﾏﾝﾂｰﾏﾝでｽﾀｰﾄ。出だしはお互いに硬さが見られ、ﾛｰｽｺｱな展開となる。中部大第一は⑧のﾎﾟｽﾄﾌﾟﾚｰ、⑥の

ﾐﾄﾞﾙを中心に得点し、名古屋大谷は⑫の1対1を中心に得点していく。中部大第一の硬いﾃﾞｨﾌｪﾝｽに名古屋大谷は苦しむが、⑧、⑫の1対1

でﾘｰﾄﾞを広げさせない。一進一退の攻防が続く中、16-14中部大第一ﾘｰﾄﾞで第1ﾋﾟﾘｵﾄﾞを終了。

第2ﾋﾟﾘｵﾄﾞ、両ﾁｰﾑともﾊｰﾌｺｰﾄﾏﾝﾂｰﾏﾝでｽﾀｰﾄ。中部大第一は⑥の3Pやﾄﾞﾗｲﾌﾞ、名古屋大谷は⑫のﾊﾞﾘｴｰｼｮﾝ豊富な1対1で得点し膠着状

態が続く。しかし、6分40秒過ぎに中部大第一⑬のﾄﾞﾗｲﾌﾞと3Pでﾘｰﾄﾞをきっかけに中部大第一は一気にﾘｰﾄﾞを広げる。24-16となったところ

で名古屋大谷は1回目のﾀｲﾑｱｳﾄを取る。ﾀｲﾑｱｳﾄ後、名古屋大谷⑫の1対1、⑤のﾐﾄﾞﾙｼｭｰﾄで点差を詰めるかに思われたが、中部大第一

⑥がすぐさま入れ返し、その後も中部大第一⑥のﾄﾞﾗｲﾌﾞ、⑧のｲﾝｻｲﾄﾞでの合わせとﾘｽﾞﾑよく得点する。ｵﾌｪﾝｽのﾘｽﾞﾑがﾃﾞｨﾌｪﾝｽにも影響

し、厳しい中部大第一のﾃﾞｨﾌｪﾝｽを名古屋大谷は崩すことができない。残り2分18秒、36-25となったところで、名古屋大谷は2回目のﾀｲﾑｱｳ

ﾄを取る。ﾀｲﾑｱｳﾄ後、名古屋大谷⑧のﾐﾄﾞﾙｼｭｰﾄ、⑤のﾄﾞﾗｲﾌﾞで得点し、点差を5点まで詰める。粘りを見せる名古屋大谷が一気に追いつく

かと思われたが残り2秒で中部大第一⑥の3Pが入り、38-31中部ﾘｰﾄﾞで第2ﾋﾟﾘｵﾄﾞを終了。

第3ﾋﾟﾘｵﾄﾞ、両ﾁｰﾑともﾊｰﾌｺｰﾄﾏﾝﾂｰﾏﾝでｽﾀｰﾄ。出だしから一進一退の攻防が続く中、中部大第一が走り続け徐々に名古屋大谷を離しに

かかる。残り7分12秒、44-33中部大第一ﾘｰﾄﾞとなったところで名古屋大谷は1回目のﾀｲﾑｱｳﾄを取る。なんとか打開したい名古屋大谷は⑤

を投入しｲﾝｻｲﾄﾞを強みにする。しかし、中部大第一④のﾌｧｽﾄﾌﾞﾚｲｸ、⑥の3Pでﾘｰﾄﾞを広げる。中部の激しいﾃﾞｨﾌｪﾝｽに名古屋大谷は攻め

あぐね、中部大第一はさらに運動量を増やし一気にﾘｰﾄﾞを広げ、63-37中部大第一ﾘｰﾄﾞで第3ﾋﾟﾘｵﾄﾞを終了。

第4ﾋﾟﾘｵﾄﾞ、中部大第一はﾊｰﾌｺｰﾄﾏﾝﾂｰﾏﾝ、名古屋大谷は1-1-2-1から3-2ｿﾞｰﾝﾃﾞｨﾌｪﾝｽでｽﾀｰﾄ。出だしに名古屋大谷⑤のｼｭｰﾄが決ま

り、中部大第一のﾀｰﾝｵｰﾊﾞｰも誘う。流れが変わるかに思われたが、中部大第一⑬のﾊﾞｽｹｯﾄｶｳﾝﾄにより流れを渡さない。名古屋大谷は早

めに3回目のﾀｲﾑｱｳﾄを取り、ﾃﾞｨﾌｪﾝｽで活路を見出そうとする。しかし、中部大第一は落ち着いて攻略し74-41とさらにﾘｰﾄﾞを広げる。その

後も中部大第一⑦の連続3P、⑨のﾐﾄﾞﾙｼｭｰﾄでﾘｰﾄﾞを広げる。

最後まで走り続けた中部大第一が88-50で勝利し、全国大会への出場権を獲得した。

田中　亮 2 0 1 0 1

川尻　政宏 7 0

川尻　幸宏 2 0 1 0 2

3 1 4

西島　雄大 6 0 3 0 1

嶋田　裕斗 ―

薑　領人 10 0 4 2 2

杉村　郁裕 4 0 2 0 0

伊藤　堅斗 0 0 0 0 1

平塚　直輝 ―

那須　ケビン 16 2 5 0 4

東　海斗 ―

大橋　智海 3 0 1 1 3

川本　春樹 ―

伊藤　佑馬 ―

TEAM/COACH / / / / 0

後藤　秋 ―

記入者 葛西　太勝TOTAL 50 2 20 4 18
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決勝戦は昨年度同様、安城学園高等学校と厳しい準決勝を勝ち抜いた星城高等学校との対戦となった。

1Pﾃﾞｨﾌｪﾝｽは両ﾁｰﾑともにﾏﾝﾂｰﾏﾝﾃﾞｨﾌｪﾝｽからｽﾀｰﾄ。ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞｼｮｯﾄは安城学園⑬の鮮やかな3P。主導権を渡したくない星城もすかさず⑦がﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞからｺﾞｰ

ﾙ下ｼｭｰﾄで返す。続くｵﾌｪﾝｽで安城学園は早いﾊﾟｽ回しから、⑭ﾄﾞﾗｲﾌﾞからのｲﾝｻｲﾄﾞで⑮の得点に結びつける。星城はｽｸﾘｰﾝﾌﾟﾚｰから2対2を作りﾌｨﾆｯｼｭに結

びつけ⑧が得点。ﾘｽﾞﾑ良く両ﾁｰﾑが得点を重ねたが、ここから得点が止まり、互いの厳しいﾃﾞｨﾌｪﾝｽが効き始める。均衡を破ったのは、準決勝で決勝点を決め

た星城⑨のﾄﾞﾗｲﾌﾞに安城学園⑮がたまらずﾌｧｳﾙ。これを確実に2本決めて星城がﾘｰﾄﾞする。ﾌﾘｰｽﾛｰ後星城はｵｰﾙｺｰﾄﾏﾝﾂｰを仕掛けるが、安城学園は落ち着

いて運び⑭の強いｲﾝｻｲﾄﾞﾌﾟﾚｰに星城⑧たまらずﾌｧｳﾙ。しかし、安城学園はﾌﾘｰｽﾛｰを１本も決められず、逆に星城⑨にﾄﾞﾗｲﾌﾞから2Pを決められる。ﾘｽﾞﾑがつ

かめない安城学園はﾀｲﾑｱｳﾄをとり修正をはかる。ﾀｲﾑｱｳﾄ後も、なかなか得点に結びつけることはできなかったが、安城学園⑮の3Pで同点に追いつくと、ｵﾌｪﾝ

ｽのﾘｽﾞﾑを取り戻し始める。両ﾁｰﾑともに得点の取り合いになったが、ｱｳﾄｻｲﾄﾞの決定力に勝る安城学園が18-14の4点差ﾘｰﾄﾞで終える。

2P星城はｽｸﾘｰﾝﾌﾟﾚｰから抜け出しﾄﾞﾗｲﾌﾞ、ﾌｧｳﾙを誘いﾌﾘｰｽﾛｰを獲得。確実に2本決めﾌﾘｰｽﾛｰ後、星城は2-2-1ｿﾞｰﾝﾌﾟﾚｽを仕掛けてｽﾃｨｰﾙに成功し連続ﾎﾟｲ

ﾝﾄ。立ち上がりに成功したかに見えた星城であったが、ここから安城学園がﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞを完全に支配。ﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞが取れない星城はｺﾞｰﾙ下でのﾌｧｳﾙが重なり始め

る。ﾘｽﾞﾑを修正したい星城はﾀｲﾑｱｳﾄを取ると、⑧のｲﾝｻｲﾄﾞﾌﾟﾚｰ、⑦のﾄﾞﾗｲﾌﾞで勢いを取り戻し始める。しかし、安城学園⑬が3Pを決めると、⑮のｲﾝｻｲﾄﾞﾌﾟﾚｰな

どで連続ﾎﾟｲﾝﾄ。7点差となり得点が離されそうになったところで、星城がたまらずﾀｲﾑｱｳﾄ。ﾀｲﾑｱｳﾄ後、安城学園は2-2-1のｵｰﾙｺｰﾄﾌﾟﾚｽを仕掛けｽﾃｨｰﾙを奪

う。ここから、安城学園がｵｰﾙｺｰﾄﾌﾟﾚｽと、支配したﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞで12点差に差を広げ2Pを終えた。

3P星城ﾎﾞｰﾙからｽﾀｰﾄ。星城は決定力で苦しんでいたｱｳﾄｻｲﾄﾞのｼｭｰﾄであったが、⑦が3Pを決め幸先の良いｽﾀｰﾄを切ると、ここから両ﾁｰﾑの点の取り合いが

始まる。その中で、星城はｽｸﾘｰﾝﾌﾟﾚｰで効果的に2対2を作り、ﾄﾞﾗｲﾌﾞしながらも効果的にｲﾝｻｲﾄﾞｱｳﾄから星城④⑧の3Pなどで、点差が一気に3点差まで追いつ

く。安城学園はﾀｲﾑｱｳﾄで守勢を図るが、星城の勢いは止まらない。それまでのｵﾌｪﾝｽに星城⑤⑨のｼﾞｬﾝﾌﾟｼｭｰﾄが加わり点を重ねる。安城学園はﾘｽﾞﾑに乗れ

ず得点が止まる。星城が主導権を握り31-12とし、試合をひっくり返した。

４P安城学園ﾎﾞｰﾙからｽﾀｰﾄ。安城学園は⑭の得点から2-2-1ﾌﾟﾚｽを仕掛け星城のﾀｰﾝｵｰﾊﾞｰを誘うと、持ち前の早いﾎﾞｰﾙ回しからﾘｽﾞﾑ良く攻める。星城は早

いﾎﾞｰﾙ回しに翻弄されたまらずﾌｧｳﾙ、これを安城学園⑬が3本しっかり決める。その直後、1-2-1-1にﾌﾟﾚｽを変えるとｽﾃｨｰﾙに成功し、⑨が3Pを決め安城学園

がここで逆転する。ここで、星城はﾀｲﾑｱｳﾄをとって修正を図るが、安城学園の勢いは止まらない。⑬のﾄﾞﾗｲﾌﾞ、3Pと連続ﾎﾟｲﾝﾄもあり点差を離すと星城は残り6分

47秒のところでﾀｲﾑｱｳﾄをとる。４Pが始まってここまで星城は無得点で苦しい展開。ﾀｲﾑｱｳﾄ後も、安城学園は星城に効果的に攻められていた2対2のｵﾌｪﾝｽをｽ

ｲｯﾁｱｯﾌﾟにすることで完全に封じる。星城⑤がﾄﾞﾗｲﾌﾞで2点を返すが、4P星城の唯一の得点となる。その後も得点を重ねた安城学園が73-59で星城を破り全国大

会出場の切符を手に入れた。

第４６回全国高等学校選抜優勝大会愛知県大会（第３回ＡＬＬ　ＡＩＣＨＩ）第４６回全国高等学校選抜優勝大会愛知県大会（第３回ＡＬＬ　ＡＩＣＨＩ）第４６回全国高等学校選抜優勝大会愛知県大会（第３回ＡＬＬ　ＡＩＣＨＩ）第４６回全国高等学校選抜優勝大会愛知県大会（第３回ＡＬＬ　ＡＩＣＨＩ）

【　得点経過　】

【　戦　評　】

記入者 堀　　洋嘉

女子決勝 TEAM A

試合日

会　場

コート

開始時間

TEAM/COACH / / / / 0

川上　明日香 ―

安城学園 （１位シード）

星城 （２位シード）

コート

73 59

星城

（２位シード）

2015年11月8日

緑スポーツセンター

10:00

安城学園

（１位シード）

TOTAL 59 3 22 6 16

愛甲　なつむ ―

倉地　敦美 ―

深田　侑希 ―

古田　未有 ―

前野　花帆 ―

浦町　華菜子 ―

足道　葵 ―

望月　理沙 ―

大嶋　里菜 20 0 9 2 5

米納　京香 11 1 4 0 2

倉橋　邑佳 9 1 3 0 2

浦町　優理子 0 0 0 0 1

村瀬　文香 14 0 5 4 2

新井　菜月 5 1 1 0 4

選手名 PTS 3P 2P FT F

TEAM B

―

/ / / / 0

TOTAL

0

―

73 7 17 18 5

0 0

0

10 4 2 0

19 1 6 4 2

2 3

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0

8 1 1 3 1

―

0

14 0

―

0 0

柿原　千里

神納　春奈

上村　菜々美

須田　多恵

岡田　真那美

高橋　華菜

0 0

野田　咲幸

―

22 5

0 0

TEAM B

TEAM A

選手名 PTS 3P 2P FT F

TEAM/COACH

土田　帆乃香

出羽　汐穏

熊谷　季子

宮越　七海

中野　みなみ

萩野　桜

相澤　ひかり

千葉　暁絵

4 6 2
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26 - 17

23 - 14
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OT

No S

4 *

5

6 *
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8 *
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第４６回全国高等学校選抜優勝大会愛知県大会（第３回ＡＬＬ　ＡＩＣＨＩ）第４６回全国高等学校選抜優勝大会愛知県大会（第３回ＡＬＬ　ＡＩＣＨＩ）第４６回全国高等学校選抜優勝大会愛知県大会（第３回ＡＬＬ　ＡＩＣＨＩ）第４６回全国高等学校選抜優勝大会愛知県大会（第３回ＡＬＬ　ＡＩＣＨＩ）

【　得点経過　】

男子準決勝 TEAM A TEAM B

試合日 2015年11月8日 中部大第一

95 64

開始時間 11:40

TEAM A 中部大第一 （１位シード）

選手名 PTS

小坂井

会　場 名古屋市体育館 （１位シード） （５位シード）

コート コート

3P 2P FT F

遠藤　和希 11 0 4 3 3

中村　浩陸 3 1 0 0 1

早川　雄大 ―

战　歌 36 0 17 2 3

広沢　龍星 0 0 0 0 1

大川　翔 ―

加納　祐治 4 0 2 0 3

位田　真輝 ―

上澤　俊喜 0 0 0 0 1

川井　凱 2 0 1 0 0

ﾃﾞｨｸｿﾝ ｼﾞｭﾆｱ ﾀﾘｷ 10 0 4 2 0

石川　智章 ―

王　伟嘉 16 0 8 0 1

星野　京介 ―

坂本　聖芽 13 1 2 6 1

TOTAL 95 2 38 13 14

TEAM/COACH / / / / 0

TEAM B 小坂井 （５位シード） 【　戦　評　】

選手名 PTS 3P 2P FT F 　中部大第一のｲﾝｻｲﾄﾞVS小坂井のｱｳﾄｻｲﾄﾞ対決となった。

1P両ﾁｰﾑともにﾏﾝﾂｰﾏﾝでｽﾀｰﾄ。ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞｼｮｯﾄはどちらも決まるが、その後中部大第一はﾎﾞｰﾙﾏﾝに激しくﾌﾟﾚｯｼｬｰをかけ

て簡単にｼｭｰﾄまで行かせない。中部大第一のｵﾌｪﾝｽはﾎﾞｰﾙがﾃﾝﾎﾟ良くまわり④⑧⑬⑰とほぼ全員が得点を重ねる。それ

に対して小坂井は⑰がｼｮｰﾄｺｰﾅｰからのﾎﾟｽﾄﾌﾟﾚｰ、3Pｼｭｰﾄ、ｽﾃｨｰﾙからのﾚｲｱｯﾌﾟを決めて大暴れする。またﾃﾞｨﾌｪﾝｽはﾏ

ﾝﾂｰﾏﾝからｿﾞｰﾝﾌﾟﾚｽ、ｿﾞｰﾝを併用して相手に揺さぶりをかけ15-15と食い下がる。しかし中部大第一はｲﾝｻｲﾄﾞ⑧へﾎﾞｰﾙを

集め確実に点数を重ねる。流れを変えたい小坂井だが無理なﾃﾞｨﾌｪﾝｽをして相手にﾌﾘｰｽﾛｰを与えてしまう。また中部大第

一はﾌｧｽﾄﾌﾞﾚｲｸもよく決まり小坂井の苦しい状況は続く。1P終盤、中部大第一はｾﾝﾀｰ⑧がﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞからﾄﾞﾘﾌﾞﾙで運びｷﾚの

あるｽﾋﾟﾝﾀｰﾝで鮮やかにｼｭｰﾄを決める。小坂井は⑰がﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞｼｭｰﾄで繋ぎ1P26-17で終了。

2P最初は両ﾁｰﾑともにﾏﾝﾂｰﾏﾝでｽﾀｰﾄするが、小坂井は頻繁にｿﾞｰﾝに切り替える。中部大第一は1P同様にﾃﾞｨﾌｪﾝｽで相

手にﾌﾟﾚｯｼｬｰをかけﾐｽを誘う。ﾃﾞｨﾌｪﾝｽからﾌｧｽﾄﾌﾞﾚｲｸと⑧のｲﾝｻｲﾄﾞ、そこに⑰のﾄﾞﾗｲﾌﾞを織り交ぜて得点が入り小坂井は

たまらずﾀｲﾑｱｳﾄを取る。小坂井はﾋﾟｯｸﾌﾟﾚｰから⑱のﾄﾞﾗｲﾌﾞ、⑰の3P、⑯のﾐﾄﾞﾙｼｭｰﾄで追撃する。しかし、ｹﾞｰﾑのﾎﾟｲﾝﾄで

ｲﾝｻｲﾄﾞを中部大第一に支配される。終盤に小坂井⑰のﾌﾞﾛｯｸｼｮｯﾄで食らいつくが点差はこのｹﾞｰﾑ最大18点差の49-31で

2Pが終了する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3P中部大第一はﾏﾝﾂｰﾏﾝ、小坂井はｿﾞｰﾝ

でｽﾀｰﾄする。どちらもﾀｰﾝｵｰﾊﾞｰが多くﾘｽﾞﾑが掴めないが、その後中部大第一は⑧のｲﾝｻｲﾄﾞ、⑥のｽﾃｯﾌﾟﾊﾞｯｸからの3Pで

得点する。小坂井はｼｭｰﾄが入らず苦しい展開が続くが⑰がﾃﾞｨﾌｪﾝｽで素早い動きを見せｽﾃｨｰﾙで得点、3Pｼｭｰﾄでﾌｧｳﾙ

をもらい4点ﾌﾟﾚｰと獅子奮迅の活躍をする。3P終了時点で69-43。

4Pも3P同様にﾏﾝﾂｰﾏﾝとｿﾞｰﾝで始まる。小坂井は中部大第一⑧のﾎﾟｽﾄﾌﾟﾚｰが止められない。中部大第一は④からの見事

なｱｼｽﾄﾊﾟｽによりｲﾝｻｲﾄﾞとﾌｧｽﾄﾌﾞﾚｲｸで確実に加点する。小坂井は⑰が単発のｼｭｰﾄを放つがなかな入らず点が伸びな

い。ゲーム終盤になると⑯のﾄﾞﾗｲﾌﾞとｼｮｰﾄｺｰﾅｰからのﾐﾄﾞﾙｼｭｰﾄ、④のﾄﾞﾗｲﾌﾞとﾊﾞｯｸﾋﾞﾊｲﾝﾄﾞのｱｼｽﾄﾊﾟｽで気を吐いたが点

差は縮まらず95-64で中部大第一が勝利した。　中部第一の絶対的なｲﾝｻｲﾄﾞの強さが際立った試合であった。

夏目　柊 14 1 5 1 2

今泉　匡史 0 0

野沢　拓未 0 0 0 0 3

0 0 0

中島　大輝 5 0 2 1 2

篠田　拓郎 ―

綱島　捷大郎 ―

田中　俊輔 ―

市原　幸汰 ―

建部　篤志 ―

松田　佳大 ―

吉川　侑希 0 0 0 0 0

山本　大地 ―

今泉　知大 28 4 6 4 4

神田　翔太郎 8 0 4 0 3

TEAM/COACH / / / / 0

深津　良公 9 1 1 4 2

記入者 鈴木 健太郎TOTAL 64 6 18 10 16
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記入者 長門　智史TOTAL 77 6 25 9 10

TEAM/COACH / / / / 0

後藤　秋 ―

川本　春樹 ―

伊藤　佑馬 ―

東　海斗 0 0 0 0 0

大橋　智海 14 2 4 0 4

平塚　直輝 ―

那須　ケビン 17 2 4 3 0

杉村　郁裕 0 0 0 0 0

伊藤　堅斗 0 0 0 0 0

嶋田　裕斗 2 0 1 0 0

薑　領人 19 2 6 1 2

0 2

5 3 1

西島　雄大 2 0 1 0 0

TEAM B 名古屋大谷 （２位シード） 【　戦　評　】

選手名 PTS 3P 2P FT F 　第1ﾋﾟﾘｵﾄﾞは両ﾁｰﾑ、ﾏﾝﾂｰﾏﾝﾃﾞｨﾌｪﾝｽでｽﾀｰﾄ。名古屋大谷は⑭の3ﾎﾟｲﾝﾄ、安城学園は⑧のﾚｲｱｯﾌﾟで得点し、互いにﾙｰ

ｷｰの思い切りの良いｼｭｰﾄで試合が動き出す。その後は両ﾁｰﾑともに攻撃の糸口がなかなかつかめず重たい立ち上がりと

なる。その中、安城学園は⑧が攻撃の起点となり、少しずつﾘｰﾄﾞを広げていく。名古屋大谷はｲﾝｻｲﾄﾞﾌﾟﾚｲﾔｰの高さをいか

し、⑦のｵﾌｪﾝｽﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞからのﾌﾟｯﾄﾊﾞｯｸ、途中出場の⑤のﾎﾟｽﾄﾌﾟﾚｲで加点し点差を縮め始めるが、ｹﾞｰﾑの序盤は12対15と

安城学園がﾘｰﾄﾞする。

　第2ﾋﾟﾘｵﾄﾞで重たい雰囲気を打開したい名古屋大谷は、⑧のｱｳﾄｻｲﾄﾞｼｭｰﾄが高確率で決まり始め得点を量産する。守っ

ては⑫がｽﾃｨｰﾙで速攻のﾁｬﾝｽをつくり一気に逆転に成功する。安城学園はﾃﾞｨﾌｪﾝｽをｿﾞｰﾝに切り替えるが、思うように流

れを掴むことができず、34対23と名古屋大谷にﾘｰﾄﾞをゆるし前半を終える。

　第3ﾋﾟﾘｵﾄﾞ、引き続きｿﾞｰﾝﾃﾞｨﾌｪﾝｽの安城学園に対し、名古屋大谷のｱｳﾄｻｲﾄﾞｼｭｰﾄが次々と決まる。外れたｼｭｰﾄもｵﾌｪﾝ

ｽﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞを確実に獲得し、さらにﾘｰﾄﾞを広げ始める。流れを変えたい安城学園はﾃﾞｨﾌｪﾝｽをﾏﾝﾂｰﾏﾝに戻し、攻めてはﾊﾟｽ

が小気味よくまわり始める。ここまでﾌﾟﾚｲﾀｲﾑの短かった⑦が3ﾎﾟｲﾝﾄ、ﾌﾘｰｽﾛｰで連続得点するが、速攻でﾚｲｱｯﾌﾟをﾐｽし、

逆に速攻に走られてしまう。点差を縮められないまま54対43で名古屋大谷ﾘｰﾄﾞで第4ﾋﾟﾘｵﾄﾞを迎える。

　引き続きｱｳﾄｻｲドｼｭｰﾄが高確率で決まる名古屋大谷に対し、安城学園はｿﾞｰﾝﾌﾟﾚｽで勝負にでる。ボール運びに対して

激しくﾌﾟﾚｯｼｬｰをかけ、相手のﾐｽを誘発。それを得点につなげるが、ここでﾁｰﾑを引っ張ってきた⑪が5ﾌｧｳﾙで退場となる。

その後は互いにﾐｽが続き膠着状態であったが、名古屋大谷⑦のﾄﾞﾗｲﾌﾞからのﾚｲｱｯﾌﾟ、⑫のｼﾞｬﾝﾌﾟｼｭｰﾄが決まり安城学園

を突き放す。後のない安城学園はﾌｧｳﾙｹﾞｰﾑをしかけ、⑦⑨の3ﾎﾟｲﾝﾄｼｭｰﾄに望みを託すが続かない。結局、最後まで相

手につけいる隙を与えなかった名古屋大谷が77対67で勝利し、決勝へ駒を進めた。

田中　亮 4 0 1 2 1

川尻　政宏 13 0

川尻　幸宏 6 0 3

TOTAL 67 5 22 8 20

TEAM/COACH / / / / 0

加賀　太志朗 ―

長者原　翔 ―

山内　海人 ―

名倉　秀明 0 0 0 0 0

温井　武 ―

松元　颯星 ―

伊藤　草太 ―

山本　楓己 11 1 4 0 5

若杉　栄治 4 0 2 0 1

西原　世乃 7 1 2 0 1

黒田　亘 20 0 9 2 4

松本　吉平 19 3 3 4 3

神谷　匠 0 0 0 0 3

兼子　春日 0 0 0 0 1

菅野　正和 6 0 2 2 2

開始時間 11:40

TEAM A 安城学園 （３位シード）

選手名 PTS

名古屋大谷

会　場 名古屋市体育館 （３位シード） （２位シード）

コート コート

3P 2P FT F

第４６回全国高等学校選抜優勝大会愛知県大会（第３回ＡＬＬ　ＡＩＣＨＩ）第４６回全国高等学校選抜優勝大会愛知県大会（第３回ＡＬＬ　ＡＩＣＨＩ）第４６回全国高等学校選抜優勝大会愛知県大会（第３回ＡＬＬ　ＡＩＣＨＩ）第４６回全国高等学校選抜優勝大会愛知県大会（第３回ＡＬＬ　ＡＩＣＨＩ）

【　得点経過　】

男子準決勝 TEAM A TEAM B

試合日 2015年11月8日 安城学園
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第４６回全国高等学校選抜優勝大会愛知県大会（第３回ＡＬＬ　ＡＩＣＨＩ）第４６回全国高等学校選抜優勝大会愛知県大会（第３回ＡＬＬ　ＡＩＣＨＩ）第４６回全国高等学校選抜優勝大会愛知県大会（第３回ＡＬＬ　ＡＩＣＨＩ）第４６回全国高等学校選抜優勝大会愛知県大会（第３回ＡＬＬ　ＡＩＣＨＩ）

【　得点経過　】

女子準決勝 TEAM A TEAM B

試合日 2015年11月8日 安城学園

76 54

開始時間 10:00

TEAM A 安城学園 （第１シード）

選手名 PTS

熱田

会　場 名古屋市体育館 （第１シード） （名南）

コート コート

3P 2P FT F

土田　帆乃香 16 0 8 0 1

加藤　理子 0 0 0 0 1

出羽　汐穏 0 0 0 0 1

中野　みなみ 4 0 2 0 0

白井　望 0 0 0 0 0

柿原　千里 0 0 0 0 0

萩野　桜 6 2 0 0 2

上村　菜々美 2 0 1 0 0

神納　春奈 2 0 1 0 0

岡田　真那美 15 0 6 3 1

須田　多恵 18 4 3 0 1

野田　咲幸 0 0 0 0 1

高橋　華菜 11 1 4 0 3

千葉　暁絵 2 0 1 0 1

相澤　ひかり 0 0 0 0 0

TOTAL 76 7 26 3 12

TEAM/COACH / / / / 0

TEAM B 熱田 （名南） 【　戦　評　】

選手名 PTS 3P 2P FT F 　第1シードの安城学園高校と公立高校ながらﾍﾞｽﾄ4に勝ち上がった熱田高校による準決勝。

1P両ﾁｰﾑともにﾏﾝﾂｰﾏﾝﾃﾞｨﾌｪﾝｽでｹﾞｰﾑをｽﾀｰﾄする。熱田が3Ｐで先制。その後両ﾁｰﾑともに加点していくが、安城学園が

じりじりﾘｰﾄﾞを広げ始める。熱田⑫のｺﾞｰﾙ下に対してﾌｧｰﾙがなった所で安城学園が1回目のﾀｲﾑｱｳﾄ。ﾀｲﾑｱｳﾄ後は両ﾁｰﾑ

とも得点が止まるも、熱田はﾌｧｰﾙがかさみ苦しい展開。安城学園は⑭のﾊﾞｽｹｯﾄｶｳﾝﾄで得点を追加し、20-9のﾘｰﾄﾞで1Ｐ

が終わる。

2Ｐ両ﾁｰﾑともﾃﾞｨﾌｪﾝｽはﾏﾝﾂｰﾏﾝのまま。熱田は、⑬の3Ｐ、ﾄﾞﾗｲﾌﾞを中心にｵﾌｪﾝｽを展開。さらに、⑫のｵﾌｪﾝｽﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞか

らのｺﾞｰﾙ下等で加点していく。それに対し安城学園は、⑬のﾄﾞﾗｲﾌﾞ、⑭のｺﾞｰﾙ下等で順調に得点を積み重ねる。5分が経

過したところで安城学園のﾀｲﾑｱｳﾄ。ﾀｲﾑｱｳﾄ後安城学園が前から当たり出したところで、熱田⑪が負傷。ﾀｲﾑｱｳﾄを取る

も、熱田は苦しい展開。その後④のｼﾞｬﾝﾌﾟｼｮｯﾄ、ﾄﾞﾗｲﾌﾞ、⑮のﾄﾞﾗｲﾌﾞ等で加点する安城学園に対し、苦しい熱田は2回目の

ﾀｲﾑｱｳﾄ。ﾀｲﾑｱｳﾄ後、安城学園④ドライブ、熱田⑩の3Ｐでそれぞれ得点を加え、36-20の安城学園ﾘｰﾄﾞで前半を終える。

3Ｐ熱田は前半と変わらずﾊｰﾌｺｰﾄﾏﾝﾂｰﾏﾝに対し、安城学園は前からのﾁｪﾝｼﾞﾝｸﾞﾃﾞｨﾌｪﾝｽ。熱田⑩のﾄﾞﾗｲﾌﾞ、安城学園⑬

のﾄﾞﾗｲﾌﾞ等でお互い攻めるなか、熱田は④、⑩の連続ﾛﾝｸﾞ3Ｐが炸裂する。安城学園は⑬の3Ｐ、④のｺﾞｰﾙ下で返してい

く。点差が開いていくと、残り2分34秒で熱田はﾀｲﾑｱｳﾄ。しかしﾀｲﾑｱｳﾄ後、安城学園は⑮のﾐﾄﾞﾙｼｮｯﾄを皮切りに⑬、⑮の

連続3Ｐ。残り1分熱田はたまらず再びﾀｲﾑｱｳﾄ。さらに3Ｐで加点されるも熱田は最後に⑫がｺﾞｰﾙ下でﾌｧｰﾙをもらいﾌﾘｰｽ

ﾛｰを2本とも沈める。熱田が必死に食らいつくも、安城学園が着実にﾘｰﾄﾞを広げ、66-36で3Ｐを終えた。

4Ｐ安城学園はﾒﾝﾊﾞｰを変えた影響からか、得点が伸び悩む。熱田は⑫のｺﾞｰﾙ下ﾊﾞｽｹｯﾄｶｳﾝﾄ、⑩のｼﾞｬﾝﾌﾟｼｮｯﾄ、④の3Ｐ

等で最後の意地を見せる。それに対し安城学園は⑱のｼﾞｬﾝﾌﾟｼｮｯﾄ、⑫のﾚｲｱｯﾌﾟ等で落ち着いて加点する。最後まであき

らめない熱田だったが、第1シードの安城学園が76-54と22点差をつけ、決勝進出を決めた。

塚本　菜穂美 10 2 2 0 1

吉川　ともえ 5 1

布目　莉香子 2 0 1 0 0

1 0 3

二村　葵 0 0 0 0 0

吉田　友紀 5 1 1 0 1

福島　遥 0 0 0 0 0

黒田　広美 2 0 1 0 0

小川　実穂 14 2 3 2 2

松内　景音 4 1 0 1 0

杉木　香穂 12 0 5 2 3

TEAM/COACH / / / / 0

記入者 池内　正大TOTAL 54 7 14 5 10

0

4

11

15 15

20
22

24

28

34
36

41

45

50

57

66
68

72 72

76 76

0

7 7 7 7
9

13 13

17 17

20
22

28

32
34

36

43
45

50
52

54

0

20

40

60

80

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40

安城学園

熱田



16 - 14

13 - 5

12 - 19

NB 16 - 21

OT

No S

4 *

5 *

6 *

7 *

8 *

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

No S

4 *

5 *

6

7 *

8 *

9 *

10

11

12

13

14

15

16

17

18

第４６回全国高等学校選抜優勝大会愛知県大会（第３回ＡＬＬ　ＡＩＣＨＩ）第４６回全国高等学校選抜優勝大会愛知県大会（第３回ＡＬＬ　ＡＩＣＨＩ）第４６回全国高等学校選抜優勝大会愛知県大会（第３回ＡＬＬ　ＡＩＣＨＩ）第４６回全国高等学校選抜優勝大会愛知県大会（第３回ＡＬＬ　ＡＩＣＨＩ）

【　得点経過　】

女子準決勝 TEAM A TEAM B

試合日 2015年11月8日 名経大高蔵

57 59

開始時間 10:00

TEAM A 名経大高蔵 （第３シード）

選手名 PTS

星城

会　場 名古屋市体育館 （第３シード） （第２シード）

コート コート

3P 2P FT F

亀山　詩織 6 0 3 0 1

関口　侑花 12 0 6 0 2

平井　絵梨 17 1 6 2 1

岡本　彩也加 9 0 4 1 3

古田　麻紀穂 13 2 3 1 2

梶田　彩佳 ―

子安　利奈 ―

佐々木　里菜 ―

堀内　香歩 ―

磯部　らな 0 0 0 0 1

服部　紋佳 ―

入江　杏花 ―

芦田　佳代 ―

新川　まや ―

角田　沙穂 ―

TOTAL 57 3 22 4 10

TEAM/COACH / / / / 0

TEAM B 星城 （第２シード） 【　戦　評　】

選手名 PTS 3P 2P FT F 1P両ﾁｰﾑともにﾊｰﾌｺｰﾄﾏﾝﾂｰﾏﾝでｽﾀｰﾄ。名経大高蔵はｼｭｰﾄが決まると2-2-1ｿﾞｰﾝﾌﾟﾚｽからﾊｰﾌﾏﾝﾂｰでﾌﾟﾚｯｼｬｰをかけ

る。星城が⑨のｽｸﾘｰﾝを利用したﾄﾞﾗｲﾌﾞで先制点を上げる。名経大高蔵は⑥のﾄﾞﾗｲﾌﾞが決まる。互いに得点を上げるが、

次第に名経大高蔵のﾀｰﾝｵｰﾊﾞｰが増え、星城④の3P、⑤のｶｯﾄｲﾝﾌﾟﾚｰにより6-11で星城がﾘｰﾄﾞする。その後、残り４分8-

11となったところで星城が1回目のﾀｲﾑｱｳﾄ。名経大高蔵は⑥のﾊﾞｽｹｯﾄｶｳﾝﾄﾌﾟﾚｰにより同点に追い付く。ﾃﾞｨﾌｪﾝｽをｵｰﾙ

ｺｰﾄﾏﾝﾂｰﾏﾝに変え、ﾌﾟﾚｯｼｬｰを与える。名経大高蔵は⑥のﾎﾟｽﾄﾌﾟﾚｰ、⑦の3Pにより16-11でﾘｰﾄﾞを広げ、１Pは名経大高

蔵16-14で終了。

2P名経大高蔵⑧がﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞからﾞｺﾞｰﾙ下のｼｭｰﾄを決め、⑥のｲﾝｻｲﾄﾞﾌﾟﾚｰも決まりﾘｰﾄﾞを広げる。星城はｲﾝｻｲﾄﾞのﾊｲﾛｰﾌﾟ

ﾚｲが決まり、残り7分20-16となったところで名経大高蔵が1回目のﾀｲﾑｱｳﾄ。その後、名経大高蔵はｽｸﾘｰﾝﾌﾟﾚｲから⑧のﾄﾞ

ﾗｲﾌﾞが決まる。星城はｲﾝｻｲﾄﾞにﾎﾞｰﾙを入れようとするが、名経大高蔵がﾃﾞｨﾌｪﾝｽを頑張り得点を上げられない。残り4分星

城が2回目のﾀｲﾑｱｳﾄ。星城はﾌｧｰｽﾄﾌﾞﾚｲｸから④の3Pが決まるが、名経大高蔵は⑦のドライブ、⑤の3Pによりﾘｰﾄﾞを広

げ、29-19名経大高蔵10点ﾘｰﾄﾞで2P終了。

3P星城は⑤の1on1ﾌﾟﾚｲ、⑧の3Pで追い上げ、29-26とする。名経大高蔵は開始4分ｺﾞｰﾙを決められない。しかし、ﾃﾞｨﾌｪﾝｽ

から頑張りをみせ、⑤のｶｯﾄｲﾝﾌﾟﾚｰ。⑧のﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞ、⑥のﾐﾄﾞﾙｼｭｰﾄから流れを引き寄せる。残り6分35-28で名経大高蔵が7

点ﾘｰﾄﾞ。星城が⑦の3P、名経大高蔵はｽｸﾘｰﾝを使った⑤のﾄﾞﾗｲﾌﾞが決まり、お互いに点を取り合う。終盤、星城⑨のﾄﾞﾗｲ

ﾌﾞ、3Pが決まり、追い上げをみせ、40-38名経大高蔵3点ﾘｰﾄﾞで3P終了。

4P星城は④が24秒ぎりぎりに3Pを決め、同点とする。名経大高蔵はｵｰﾙｺｰﾄでﾃﾞｨﾌｪﾝｽのﾌﾟﾚｯｼｬｰをかけ、⑥が体を張りｲ

ﾝｻｲﾄﾞで加点する。残り7分、43-41で星城がﾀｲﾑｱｳﾄ。その後、星城⑦が3Pを入れ返すが、名経大高蔵も④のｲﾝｻｲﾄﾞ、

ﾌｧｰｽﾄﾌﾞﾚｲｸが決まり、53-46で名経大高蔵がﾘｰﾄﾞ。ここから星城が追い上げをみせ、ﾃﾞｨﾌｪﾝｽからﾌﾞﾚｲｸを出し、残り2分

56-54で2点差となる。名経大高蔵は決めきれず、残り30秒星城は⑦の3Pで同点とする。延長に入るかと思われた、ﾗｽﾄﾜﾝ

ﾌﾟﾚｰで星城⑨のﾄﾞﾗｲﾌﾞがﾌﾞｻﾞｰﾋﾞｰﾀｰで決まり、星城が57-59で劇的な勝利を上げた。

新井　菜月 11 3 1 0 5

村瀬　文香 15 0

倉橋　邑佳 12 2 3 0 2

6 3 2

浦町　優理子 0 0 0 0 0

大嶋　里菜 18 2 5 2 2

米納　京香 3 1 0 0 3

足道　葵 ―

望月　理沙 ―

前野　花帆 ―

浦町　華菜子 ―

深田　侑希 ―

古田　未有 ―

愛甲　なつむ ―

倉地　敦美 ―

TEAM/COACH / / / / 0

川上　明日香 ―

記入者 長谷川　和仁TOTAL 59 8 15 5 14
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